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令和７年第３回定例会は、会期25日間で開催されました。
報告 １件、認定 １件、人事 １件、単行議案 ６件、補正予算関係 ３件(2億1586万3千円)、
決算認定 ７件に加え、最終日に上程された議員提出議案 １件の合計 1９件を、原案通り
認定・同意・可決しました。陳情 ９件を審議し、採択された １件を議員提出議案として
審議し可決、国に対し意見書を提出しました。

私は一般質問に登壇し、住民目線で皆さんからの「声」を届け、実現に向けた提案および
発言をしました。

歳 入

歳 出

国費 1885万円、県費 2104万8千円、
基金繰入 －3億7439万1千円、繰越 5億3473万6千円

【教育費：3730万円】

・南部中学校プールの漏水修繕等工事を行う：600万円
概要：漏水が確認されたため、安全性の確保と教育活動に支障が出ないよう修繕工事を

実施する。

・体育館の屋根塗装を行う：2400万円
概要：補助を受けるためには屋根塗装（補助対象外）が必要と判明。

工事費の総額を抑制するため、空調設置工事と併せて行う。
※後期（3小学校）の設置工事は、令和8年1月末までの完了を見込む

一般会計補正予算（主なもの）

幸田町議会公式
YouTubeチャンネル→

歳入歳出それぞれ 2億24万3千円追加

ふるさと寄附金減少や義務的経費の増加に留意し、効率的な行政運営が求められる

一般会計：歳入 209億6575万円、歳出 199億4421万円 ＝5億8974万円(3.0%)の増加
〇町税 法人町民税、固定資産税などが増加（町税収納率は高水準を維持）
〇町税以外 歳入増加＝地方特例交付金、国庫支出金及び繰入金など

減少＝寄附金及び繰越金など
歳出増加＝福祉・教育・商工費

〇ふるさと寄附金 16.7% (5億1046万円)減少≒25億円
特別会計：全体的に減少傾向 水道・下水道事業：安定経営
財政指標：概ね健全だが自主財源強化が課題

実質収支 8億9269万円の黒字 (単年度収支 1億6248万円の赤字)
財政力指数 1.10（前年度＋0.03）
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Before

地域の困りごと、町政に対する ご意見・ご要望などございましたら

お気軽に「たきょう毅くらしの相談」をご活用ください♪

https://takyo-giin-dnwu.com/

※【お願い】町政レポート配布にあたり、氏名および住所の相違や変更がありましたら ご連絡ください。（連絡先：表面/上部記載）

たきょう毅  

通勤で使用する名豊道路下り線幸田芦谷イ
ンター交差点において、朝の交通集中悪化に
より右折待ち車列が長くなり、左側樹脂ポー
ルすれすれを追い抜く車が増加し危険な状態。
山口たけし県議と連携し、起点の芦谷西交差
点信号サイクル見直しおよび、当該樹脂ポー
ルの一部を撤去して通行できるよう暫定対策。

一般質問① 「わがまちの活性化」

ICT活用と地域支援で、誰もが活躍できる環境づくりの考えが示された

一般質問② 「交通の利便性を生かした施策」

道の駅を核に交通安全と地域活性を両立の考えが示された

くらしの相談事例 「県議と連携し通勤時の危険を暫定対策」

私の想い
現役世代が地域で活躍できる環境整備が必要。
業務の合理化や支え合いのしくみづくりを。

現 状 委員推薦や集金業務に負担があり、居場所づく
りや障がい者支援は一部進行しており、施設移
転も計画中。

一般質問 行政区業務の負担軽減策、集金業務の改善支援
、若者支援と補助制度の導入、居場所づくりの
支援方針、農福連携の理想と施策、宿泊型支援
施設の評価、障害者施設移転の進捗 など

回 答 総務部長▼委員推薦の負担軽減を検討中、LINE要望受付は好評で拡充予定、
電子回覧板をモデル地区で導入へ、キャッシュレス集金事例を紹介予定、若者
支援に補助制度を新設予定

健康福祉部長▼居場所づくりに金銭支援を実施、花壇管理で農福連携を推進中
、宿泊型施設「みらい」運営継続、障害者施設移転を事業団と協議中

私の想い 交通の利便性を活かし、道の駅を地域活性拠点
に。安全対策や子育て支援施設の整備も必要。

現 状 大型車両の通行増加や標識の分かりづらさが課
題。道の駅の駐車場不足と低い収益性が問題。

一般質問 大型車通行の課題対応、幸田須美インター標識
改善、道の駅の活性化の方針、駐車場不足の対
策、子育て施設整備の考え、防災道の駅の整備
方針、BCPとの整合性、国との防災方針の整合

回 答 建設部長▼大型車増加に道路整備で対応、道路案内標識改善を国と協議
環境経済部長▼道の駅は客単価低く課題多し、駐車場分離案で混雑緩和を検
討、キッズパーク等の子育て施設導入を検討中、防災道の駅は広域拠点とし
て活用、BCPは国と協議し策定済み、国と方針整合を図り連携強化

After

※一般質問動画→

安全性利便性向上が期待される

公式LINE通報機能も活用を

通行スペース
を確保
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